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要旨

日本語の授受表現において、テモラウとテクレルは同一事態を異なる視点から対称的に

表し得るとされてきたが、実際の日本語使用においては、両文型が置き換えられない例も

少なくない。そこで、本稿は、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』の実例に基

づいて、モダリティと働きかけ性の観点からテモラウ文とテクレル文の互換性を考察した。

その結果、以下の点が明らかになった。

①モダリティの観点からの考察：無標のモダリティでは、断定を表す「事実の提示」の

用法において両者は置き換え可能であるが、「確信的な判断」の用法では、テクレル文を

テモラウ文を可能形「てもらえる」にすることで置き換えやすくなる。一方、スル形で、

構文的に 1 人称の動作主をとる、意志を表すテモラウ文はテクレル文に置き換えることが

できない。

依頼のモダリティでは、「てくれないか」と「てもらえないか」およびその丁寧形は置

き換えやすいが、「てくれないでしょうか」の実例が少なく、依頼表現として定着してい

ない可能性が示された。また、「V てください」をとるテモラウ文は勧め・助言として解

釈され、テクレル文に置き換えられない。

推量のモダリティでは、受益者は第三者の場合はテクレル文をテモラウ文に置き換えら

れるが、受益者は話し手の場合は推量する必要がないため置き換えにくく、テモラウ文に

推量のモダリティ形式が後続する条件として受益者が第三者に限られること、テモラウが

可能形「てもらえる」になることが明らかになった。

当為判断のモダリティでは、テクレル文に「べきだ」が後続する例が少ない理由として、

「てくれればいい（のに）」などの表現がその一部を担っている可能性を指摘した。

命令形による命令のモダリティ、意志形による意志のモダリティについては、原則とし

てテモラウ文をテクレル文に置き換えることはできない。ただし、テクレル文の意志形に

「～とする」が後続する場合には、両文型とも非文とはならないこと、またテクレル文に

のみ見られる非恩恵的用法はテモラウ文では置き換え不可能であることを確認した。

②働きかけ性の観点からの考察：働きかけ性を有するテモラウ文はいずれもテクレル文

に置き換えることができない。一方、「テモラエル」文とテクレル文の互換においては、

働きかけ性の有無にかかわらず、両者は互換可能であり、テクレル文への置き換えによっ

て、働きかけ性を有しない「テモラウ」文と「テモラエル」文との差異は認められなくな

る。また、働きかけ性と関わって、テモラウ文の動作主が機械や団体・組織以外の無情物

が動作主となる例も確認されたものの、テモラウ文の動作主はテクレル文に比べて限定さ

れる傾向があることを明らかにした。
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